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 siècle et la littérature fantastique 
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フランスにおいて、「幻想文学」が本格的に出現したのは 19 世紀初頭であり、「幻想文学」は

19世紀を特徴づける文学ジャンルとみなすことができる。本論文では、その代表的な２作品―バ

ルザックの『あら皮』とモーパッサンの『ル・オルラ』―を取り上げ、両者を比較検討すること

で、その共通点と相違点を浮き彫りにした。さらに、自己の中に「未知の存在（＝無意識）」を初

めて発見した 19世紀の知識人たちの危機意識を反映したのが「幻想文学」であると捉え、その意

義を考察した。 


